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田沼小学校とあそ野学園義務教育学校では、令和

４～５年度の２年間、佐野市教育委員会から学校

DX研究推進校の指定受け、２校が連携して研究を

進めています。ICTを活用した校務の情報化や深

い学びを実現するための学習指導の工夫・改善など

に積極的に取り組み、確実に成果を上げています。

そこで、今回のGIGA通信では、田沼小学校６年

生の音楽における１人１台端末を活用した授業を紹

介いたします。

『 1人1台端末を活用して楽しく音楽づくり

～６年生音楽での実践事例～』 （田沼小）
常に感染対策をしながら学習活動を行わざるを

得なかったコロナ禍の３年間は、音楽の学習に大

きな影響を与えました。田沼小においても、６年

生の児童は中学年から高学年にかけて人前で歌を

歌う機会が少なく、歌唱の技能や歌唱を通して音

楽表現を楽しんだり工夫したりする経験が十分に

できていません。そんな子供たちが仲間とともに

楽しく歌唱による音楽づくりをできることをねら

いとして、担任の先生は、題材名「いろいろな音

色を感じ取ろう（ラバーズコンチェルト）」にお

いて「サンプリング」という音楽制作の手法を取

り入れ、以下の表のような流れで授業を展開しま

した。

時 主な学習活動

１ ・曲想と楽器の音色や響き、旋律の特徴などと

の関わりについて理解し、各パートにふさわし

い楽器で「ラバーズコンチェルト」を演奏する。

２ ・各パートの役割について考え全体のバランス

を工夫して演奏する。

３ ・グループごとにリズム伴奏を工夫してつく

り、お互いの響きの違いを楽しんで聴き合う。

４ ・「スクラッチ」で録音した自分の声を適切に再

生させるプログラムを考える。（プログラミング

学習）

５ ・「サンプラー」で様々な声を組み合わせなが

ら、自分たちの「ラバーズコンチェルト」のボ

イスアンサンブルをつくる。

◇「サンプラー」によるボイスアンサンブルづくり
本題材では、前半にいろいろな楽器で「ラバーズ

コンチェルト」を演奏したあと、後半は自分たちの

声を合わせて同曲のボイスアンサンブル（音程がな

い言葉のリズム合唱）をつくり演奏します。音楽へ

の関心・意欲は高いものの、声を響かせながら歌う

技能が十分に身に付いていないという児童の実態を

鑑み、先生は、生の声でボイスアンサンブルを演奏

する前段階として、1人1台端末を活用して擬似的

にボイスアンサンブルをつくる活動を取り入れまし

た。自分の声を録音し、それを再生させる装置「サ

ンプラー」は、「スクラッチ」でつくりました。「ス

クラッチ」は既に他教科のプログラミング学習で学

習しているため、児童は容易に操作することができ

たそうです。

６ ・「サンプラー」による演奏を参考に、全体のま

とまりを考えながら、実際にボイスアンサンブ

ルを演奏する。
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20－3048(相談専用)ｰ児童生徒１人１台端末の日常的な活用に向けて-

「タタタン タタタン」と録音した声はこのように表示

されます。

声の大きさや速さなどはここで調節できます。

曲に合わせてタ

イミングよくボ

タンを押して、

録音した声を再

生させます。
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第５時の授業では、声の大きさや高さなどを個人

で工夫したりグループで話し合ったりしながら「サ

ンプラー」でボイスアンサンブルをつくり、演奏し

ました。活動を進める中で、児童が声やリズムの重

なりやつながりの良さ・面白さを感じ、「自分たちも

生の声でボイスアンサンブルを演奏したい。」という

思いを高めている様子が伝わってきました。

参観させていただいた第5時の授業の様子を写真

でご紹介します。

先生は、昨年
度に田沼小で取
り組んだプログ
ラミング教育の
成果を生かした
いと考え、今回

の授業にチャレンジしたそうです。先生は今回の授
業を振り返り、「授業の最後に発表した３グループ
は、どちらかというと音楽が得意ではない児童が多
いのですが、自分たちから発表を申し出てくれまし
た。『サンプラー』によるボイスアンサンブルづくり
を通して音楽づくりに関心をもち、苦手なことを乗
り越えて自ら表現しようとしている児童の姿を見て
とても嬉しい気持ちになりました。」と話されていま
した。本時の学習でボイスアンサンブルのイメージ
ができたことで、第6時では声の大きさなど個人差
はあるものの、それぞれの児童が自分の声で行うボ
イスアンサンブルの演奏を楽しんでいたそうです。

授業のはじめに、前時までの学習の振り返りとして

「ラバーズコンチェルト」をリコーダーで演奏しまし

た。

本時のめあてを確認したあと、「ラバーズコンチェル

ト」のリズム伴奏の基本のリズムをカードや手ばたきで

確認しました。

基本のリズム伴奏を参考に、グループごとにアイデア

を出し合いながらリズム伴奏のワークシートをつくり、

自分の声を録音しました。

作成したリズム伴奏のワークシートをもとに、録音し

た声の大きさや高さなどを工夫し、グループでボイスア

ンサンブルをつくりました。

完成したボイスアンサンブルを発表。

代表のグループがつくったボイスアンサンブルに合わ

せ、みんなで「ラバーズコンチェルト」をリコーダーで

演奏しました。


